
地域再生計画

１．地域再生計画の名称

　　次世代につなげる「いちご市」かぬま計画

２．地域再生計画の作成主体の名称

　　鹿沼市

３．地域再生計画の区域

　　鹿沼市全域

４．計画期間

　　令和２年度～令和６年度

５．事業内容

　　公共下水道　　　汚水管の整備　延長4，030ｍ

　　個人型設置浄化槽　　　浄化槽設置補助金の交付　600基　　　

基準値 最終目標値

基準年度 基準年度 最終実績

目標２ 水洗化率の向上 94.1% H30 95.3% R6 95.3% 〇
汚水処理施設整備交付金の活用により、公共下水道施設
を整備することで水洗化率の向上が図られ目標値を達成
することができた。

重要業績評価指標（KPI） 基準値 最終目標値 事後評価

地域再生計画の目標 事後評価 最終目標値の実現状況に関する評価

目標１ 汚水処理人口普及率の向上 86.6% H30 89.2% R6 92.6% 〇
汚水処理施設整備交付金の活用により、公共下水道施設
と浄化槽を整備することで汚水処理人口普及率の目標値
を達成することができた。

目標３ 新規就農者の獲得 46人 H30 76人 R6 132人 〇
生活基盤の整備及び農業用水の水質が向上したことによ
り、新規就農者の獲得の目標値を達成することができ
た。

②事業の実施状況に関する客
観的な指標（KPI）の実現状

況

指標１ 汚水処理人口普及率の向上 86.6% H30 89.2% R6 92.6% -
汚水処理施設整備交付金の活用により、公共下水道施設
と浄化槽を整備することで汚水処理人口普及率の目標値
を達成することができた。

指標２ 新規就農者の獲得 46人 H30 76人 R6 132人 -
生活基盤の整備及び農業用水の水質が向上したことによ
り、新規就農者の獲得の目標値を達成することができた。

③計画全体の総合評価
本地域再生計画は、地方創生汚水処理施設整備推進交付金の活用により下水道と浄化槽を一体的に整備し目標を大きく上回る成果をあげたため、事業実施の効果は十
分にあったものと考えている。

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

資料４


